
別紙様式第２号
　　　年　　月　　日

秋田大学長　殿
ＢＳＬ３，４微生物等利用・保管届出書（記載例）
下記の微生物等の利用・保管について届出ます。

	項　　目
	内　　容

	１．微生物の名称
	Rabies(street strain)

	２．微生物等のレベル(注１)


	
BSL３、BSL４

（

　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	３．保管・利用の目的
	保管：−80度冷凍庫

利用目的：感染症の制御



	４．微生物等を用いる実験室


	医学部生命科学講座P3実験室

	５．微生物等を用いる実験の方法


	安全キャビネット内で実験


	６．実験実施期間


	２０２０年４月１日～

２０２１年３月３１日


	　　　　　　　　　　

７．実験責任者以外の実験従事者

	（所属・氏名）

秋田大学医学部生命科学講座

本道はな子
手形一郎



	８．推薦する危害防止責任者


	（所属・氏名）

	９．実験終了後の微生物の処置


	廃棄：オートクレーブ後廃棄

保管：感染試料は冷凍保存

消毒滅菌の方法（オートクレーブ後に消却）


	１０．保管場所


	秋田大学医学部生命科学講座


	１１．保管の方法
	冷凍保存



	１２．その他の特記事項


	特になし

	１３．病原微生物取扱経歴


	病原微生物の取り扱い経験が10年以上

	１４．微生物入手先


	（所属・氏名）

日本大学微生物学講座

小泉純一



注意１：国立感染症研究所「病原体等安全管理規程　別冊１病原体等のBSL分類」に掲げられていない微生物等にあっては、相当するレベル及びその判断根拠について記載すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実験責任者所属　：　　　　　　　　　　　　　　

氏名　：　　　　　　　　　　　　　　

